
所／田川市大字伊田 2734-1  電／0947-44-5745  休／月曜
（月曜が祝日の場合は翌日火曜）、年末年始  営／9:30 ～17:30（入館は

17時まで）  P／あり

油須原駅
 田川市石炭・歴史博物館

 英彦山神宮

河村光陽
（協奏の庭）

和太鼓たぎり
向山食堂
（赤坂小梅）

田川の歴史を学ぶならまずはここ！旧三井田
川鉱業所伊田坑跡地に建てられた施設には、
石炭や炭坑に関する資料が約1万5千点所蔵さ
れています。大型機械や復元された炭坑住宅
のほか、平成 23 年に日本で初めてユネスコの

「世界の記憶」に登録された、労働者の視点で
描かれた炭坑と人々の記録画「山本作兵衛コ
レクション」の展示も。隣接する石炭記念公園
に立つ「二本煙突」は100年以上寄り添い続け、
田川のシンボルマークとなっています。

所／添田町大字英彦山1  電／0947-85-0001
営／9:00〜17:00

日本三大修験山の一つとして、古くから人々の
信仰を集めてきた英彦山。400 段以上の石段
を登ると、国指定重要文化財の英彦山神宮奉
幣殿に辿り着きます。祀られているのは、かつ
て鷹の姿をして田川の地に現れたと伝わる天
忍穂耳命（アメノオシホミミノミコト）。農業や
鉱山、工場の守護神、また勝運の神様として敬
われています。英彦山神宮奉幣殿参拝には、石
段に沿って運行する英彦山スロープカーが便
利です。車椅子やベビーカーも乗車でき空中
散歩を楽しめます。
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香春神社

電／080-5602-0121（代表：植田）

所／赤村大字赤4865-2  電／0947-62-3000（赤村総務課企画調整係）   
P／あり

所／福智町上野2811（上野の里ふれあい交流会館敷地内）  
電／0947-28-9111（福智町埋蔵文化財センター）  P／あり

所／川崎町川崎1069-18  電／0947-73-2137  休／日曜・祝日
営／10:00〜20:00  P／あり

所／糸田町648
電／0947-26-0038（糸田町教務課社会教育係）  P／なし

所／香春町香春733 
電／0947-32-2868  0947-32-8406（香春町産業振興課）    P／あり

福智町出身の作曲家「河
村光陽」の記 念碑やモ
ニュメントが置かれてい
る憩いの空間。光陽は、
戦前から戦中にかけ「か
もめの水平さん」や「う
れしいひなまつり」など
数多くの童謡を世に残し
ました。

1895（明治28）年に開業
した九州最古級の木造
駅舎。老朽化により2022
年に復元改装が行われま
したが、当時のレトロな
雰囲気を色濃く残してお
り、ドラマのロケ地などに
も使われています。

明治時代の創業から老
若男女に愛され続ける大
衆食堂。炭坑節などを全
国に広めた民謡歌手で、
第1回紅白歌合戦にも出
場した「赤坂小梅」の生
家でもあります。店内に
は写真や褒賞も飾られて
います。

2009（平成 21）年に、伝
統文化の普及と継承のた
め結成された和太鼓グ
ループ。泌泉から湧き出
る清らかで勢いのある水
のようにと願い命名され
たとか。全国大会で3度
優勝を果たしています。

水田地帯に石の鳥居と
石垣をめぐらせた小さな
池。糸田町の地名の由来

「いとよき田」の起こりと
されています。湧き出る
地下水は、1300 年以上に
わたり人々の生活と稲作
を支えてきました。

香春岳・一ノ岳の麓に建
つ、1300年以上の歴史が
ある格式高い神社。境内
には、山頂の鉱山から落
石した巨大な山王石も祀
られています。春になると
参道をやさしく彩る桜並
木は、春香る町そのもの。

泌泉（たぎり）

田川で生まれ育った少年
の人生を描く、五木寛之
の 長 編 小 説。1969年に
連載が始まり、ドラマ・映
画化もされました。作中
で「異様な山である」と
形容された香春岳を一度
はその目で見てほしい！

所／香春駅（看板設置場所）
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三井寺
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所／大任町今任原   電／0947-63-3001（大任町花のまち推進室） 
P／あり

所／赤村大字赤  電／0947-62-3000（赤村総務課企画調整係）  

P／あり

所／川崎町大字安眞木  電／0947-72-3000（川崎町商工観光課）  所／糸田町244  電／0947-26-4025（糸田町地域振興課） P／あり

所／添田町大字英彦山字樫ケ谷  電／0947-85-0335  P／あり 所／添田町大字英彦山
電／0947-82-1236（添田町商工観光振興課）   P／あり

所／香春町大字採銅所2595-4  電／0947-32-8406  P／あり所／ 田川市大字夏吉4688-1
電／0947-85-7147（田川市たがわ魅力向上推進室）  P／あり

かつては英彦山の山伏も
歩いた山。登山ルートに
は、その名の通り八畳岩
や国見岩などの巨石群が
あります。中でも、落ちそ
うで落ちない通称「落ち
ない岩」は、受験生の願
掛けスポットとして人気。

春は菜の花、夏はひまわ
り、秋はコスモスと一年
を通して季節の花を楽
しめます。公園を360度
見渡すことができる「レ
インボー展望台」に登れ
ば、一面に広がる花々に
心が躍り出すこと間違い
なし！

春は約700 本の桜、梅雨
は約7,000 本の紫陽花が
咲き乱れます。敷地内に
は遊歩道やベンチがあ
り、散策やお花見も楽し
めるため、すぐ近くの道
の駅いとだでお弁当を
買ってから行くのがおす
すめ。

安宅・小峠地区の山あい
に広がる棚田。斜面で
米作りをしてきた、日本
ならではの美しい田園
風景を見ることができま
す。稲の成長によって、
季 節ごとに変化する景
色の表情を楽しんで。

英彦山の中腹にある、別
名「ス スキヶ原」。秋 に
なると、約6万㎡に広がる
ススキが風に揺られ、あ
たり一面が白銀に輝きま
す。さらに美しさを増す
夕方、太陽が斜面に隠れ
る数分間は見逃せない！

草原に白い羊が群れて
いるように見える石灰岩
のカルスト台地。田川の
市街地や周辺の山々を
一望できる見晴らしの良
い丘です。駐車場から徒
歩約30分のため、歩きや
すい服装で行くのがおす
すめ。

のどかな里山に佇むレト
ロな駅舎が好評で、列車
が通る時間になると多く
の人がカメラを構える人
気撮影スポット。春には
桜と菜の花が咲き、まるで
昔にタイムスリップしたよ
うな気持ちになります。

英彦山の中腹にある紅
葉の名所。川が流 れる
広大な庭園は常に美しく
手入れされており、厳か
な雰囲気に包まれていま
す。赤く染まった木々を
背景に立つ不動明王は
普段とはまた違って見え
るかも。

所／田川市伊田2706-1  電／0947-42-7206 
営／9:00〜17:00（拝観時間）  P／あり

地元では「風鈴寺」と呼ばれ、親しまれているお
寺。春から夏にかけ、本堂横の庭に約1万5千個の
風鈴が飾られます。境内で風鈴を購入し、短冊に
願い事を書いて、その場で吊るすことも可能です。
また、1時間に2回「しゃぼん玉タイム」があり、涼
しげな音が響く風鈴のトンネルの中をしゃぼん玉
が風に乗って舞う景色は夢のよう。秋には約1万
個の風車で彩られるほか、可愛らしいポーズのお
地蔵さまが訪れる人の心を癒やしてくれます。

おおとう花公園 岩石山

安宅の棚田
金山サクラ・
アジサイ園

英彦山大権現
（別院） 鷹巣原高原

JR 採銅所駅ロマンスが丘

金運 健康 良縁 勝運にわけて裏にお願
い事を書くことができます。
風鈴1個 ¥500  風車1個 ¥300
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